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1 次元量子力学系の問題の解法として，ハミルトニアンの因子化に基づく手法は古くから研究されてき

た [1]．また，それはWitten によって超対称性との関連が議論され [2]，以降，超対称量子力学 (SUSY

QM)として広く知られるようになった．これまでにも，この方法で量子力学系を厳密に解いたり，また厳

密に解ける模型を構築したりする試みがなされてきた [3]．本講演では，それを少数多体系の問題，特に質

量の異なる粒子からなる系に適用する方法を議論する．

少数多体系の分野では，Jacobi座標系において Hyperspherical Harmonicsを用いて展開する，という

手法が知られている [4]．特に，球対称なポテンシャルの場合 (hypercentral)，動径成分の方程式は，
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と書き下される．

本講演では，更に，例として heavy quarkをひとつ含んだ baryonsの内部構造について考察する．類似

の定式化に基づいた数値的な研究はあるものの [5]，その定式化には等質量の粒子系の場合のものを用いて

いるため，正しいものではない．我々は，異なる質量の粒子系を取り扱うため，粒子の座標を xi :=
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などと取り直す．ポテンシャルとして，3体力としての線型項と擬似 Coulomb項，2体力の補正項を考慮

した V (x) = ax+ bx2 − c

x
を選ぶことで，singly heavy-quark baryons の質量スペクトルとその波動函数

を，異なる質量の粒子からなる系として解析的に求めることに成功した．
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